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表 会計年度任用職員学習会での主な改善要望

・臨時職員から移行したが、フルタイムからパートタイム転換に伴い月額報酬が大
幅に削減（１～２万円）。副業を考えないと生活が難しい。従前の報酬水準の確
保とフルタイム化を。
・非常勤職員から移行したが、従前から週29時間勤務も仕事が廻らず超過勤務せざ
るを得なかった。賃金水準も従前のままでモチベーションが上がらない。賃金水
準の改善を。
・非常勤職員だが、障がい者の相談支援業務を担当している。技量向上のために資
格取得や研鑽が必要だが、賃金に反映されていないので改善して欲しい。
・試験研究機関の日々雇用職員から移行した。技能労務職の賃金水準が非常に低
い。現場で炎天下で業務を担うのに水準が余りにも低く、引き上げを。

【人員体制・勤務時間】
・事務補助の会計年度任用職員が大幅に減らされ、１人が抱える業務量が増加した。
勤務時間も短くなり、負担が大きいし、職員も大変である。任用数の増を。
【超過勤務】
・保健福祉環境部の非常勤職員出身だが、相談業務では時間外とならざるを得な
い。超過勤務をしているが、超過勤務手当の支給が保留されている。超過勤務を
せざるを得ない職場実態であれば、超勤予算の確保と適正支給を確実に行うよう
していただきたい。

・再度任用を希望。人事評価結果が再度任用時の判断材料となるとのことだが、業
務実績を踏まえて任用が継続できるようにして欲しい。早めに再度の任用が決定
できるようにして欲しい。
・将来、育児休業・産前産後休暇の取得を検討している。取得を表明した場合、再
度任用されない心配が大きい。制度上は要件を満たせば取得できる扱いだが、再
度任用が担保できるように改善して欲しい。

・病気休暇の有給化は切実な課題であり、早期に改善して欲しい。

・2021年度から定期健康診断の対象となるが、週29時間未満の会計年度任用職員
は対象外となっている。週29時間未満も定期健康診断の対象として欲しい。
・2021年度から始まる定期健康診断のうち、「がん検診」はフルタイム限定とな
っている。健康に不安を抱える場合もあり、パートタイムでも「がん検診」の対
象として欲しい。
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県職労 確定闘争に向け課題集約・要求へ
賃金・勤務体制で改善要望 意見多数
会計年度任用職員学習会

▲県庁・盛岡支部合同で行われた学習会▲県庁・盛岡支部合同で行われた学習会

▲一関支部での会計年度任用職員学習会▲一関支部での会計年度任用職員学習会

▲県公会堂前で行われた連合岩手の平和行進出発式▲県公会堂前で行われた連合岩手の平和行進出発式

▲二戸支部の会計年度任用職員学習会▲二戸支部の会計年度任用職員学習会

▲７月30日に開催された「2020平和運動県中央集会」▲７月30日に開催された「2020平和運動県中央集会」
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催
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縮
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れ
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
活

　

２
０
２
０
岩
手
県
平
和
運
動

実
行
委
員
会
（
連
合
岩
手
・
平

和
環
境
県
セ
ン
タ
ー
・
Ｋ
Ａ
Ｋ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
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